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話題の本棚

今
や
自
由
民
主
主
義
の
核
心
を
構
成
し
て
い
る
の
は
憎
し
み
で
あ
る

　

ガ
ザ
で
の
虐
殺
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
戦
争
、
世
界
中
で
堰
を
切
っ
た
よ

う
に
溢
れ
出
し
た
外ゼ

ノ

フ

ォ

ビ

ア

国
人
恐
怖
症
…
…
ま
る
で
底
が
抜
け
た
よ
う
な
社
会
。
国

境
は
今
や
〈
他
者
〉
を
遠
ざ
け
て
お
く
た
め
の
、
分
断
の
線
と
し
て
の
側
面
を

露
わ
に
し
て
い
る
。
戦
争
は
必
然
と
な
り
、
治フ

ァ

ル

マ

コ

ン

療
薬
に
し
て
毒
薬
と
な
っ
た

―
―�

民
主
主
義
か
ら
の
退
出 

が
今
ま
さ
に
起
こ
っ
て
い
る
。
い
か
に
し
て
社
会

が
分
断
と
憎
し
み
の
渦
巻
く
世
界
を
作
り
出
す
に
い
た
っ
た
の
か
、
ン
ベ
ン
ベ

は
フ
ー
コ
ー
や
フ
ァ
ノ
ン
の
思
想
を
継
承
し
な
が
ら
、
自
身
の
出
身
地
で
あ
る

ア
フ
リ
カ
に
視
座
を
据
え
、
現
代
社
会
の
問
題
の
諸
相
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。

　

そ
の
成
立
過
程
か
ら
し
て
奴
隷
制
お
よ
び
植
民
地
主
義
と
不
可
分
で
あ
っ
た

民
主
主
義
社
会
は
、
そ
も
そ
も
が
分
断
を
抱
え
込
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
西
欧
世

界
で
自
由
と
平
等

0

0

0

0

0

が
目
指
さ
れ
て
い
く
そ
の
背
後
で
、
外
部
化
さ
れ
た
領
域
は

暴
力
と
死
で
満
た
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ン
ベ
ン
ベ
は
こ
れ
を
民
主
主
義

の�

夜
の
身
体 

と
表
現
す
る
。
植
民
地
帝
国
と
奴
隷
制
国
家
の
も
と
、
分
割
し
、

外
部
化
し
、
押
し
込
め
、
死
に
晒
し
、
虐
殺
す
る
。
植
民
地
と
は
他
者
を
法
の

外
部
0

0

で
破
壊
す
る
領
域
で
あ
り
、
外
部
化
さ
れ
た
暴
力
は
民
主
主
義
社
会
の
内0

部0

で
は
秘
匿
さ
れ
続
け
る
。
し
か
し
現
代
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
共

同
体
の
内
部
を
聖
域
化
す
る
こ
と
は
も
は
や
で
き
な
い
。
代
わ
り
に
、「
望
ま

し
く
な
い
人
び
と
」
の
世
界
を
消
去
す
る
こ
と
、
分
離
壁
を
築
く
こ
と
へ
の
衝

動
が
、
人
び
と
を
駆
り
立
て
る
。
こ
の
よ
う
な�

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
願
望 

あ
る
い

は�

絶
滅
幻
想 

が
、
今
日
の
世
界
を
決
定
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
敵
を
求
め
、

社
会
全
体
が
レ
イ
シ
ズ
ム
や
陰
謀
論
に
絡
め
と
ら
れ
て
い
く
様
相
を
日
々
ま
の

あ
た
り
に
し
て
い
る
我
々
か
ら
し
て
も
、
こ
れ
は
決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
。

　

そ
し
て
第
三
章
で
考
察
す
る
の
が
、
戦
争
や
植
民
地
主
義
的
占
領
が
い
か
な

る
権
力
の
働
き
と
共
に
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
彼
は
フ
ー
コ
ー
の

「
生
の
政
治
」
を
「
誰
が
生
き
、
誰
が
死
ぬ
べ
き
か
を
決
定
す
る
権
力
」
と
理

解
し
、
生
の
管
理
で
は
な
く
、
他
者
を
死
に
晒
す
権
力
の
在
り
方
に
焦
点
を
据

え
、そ
こ
か
ら�

ネ
ク
ロ
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス （�

死
の
権
力 

）
と
い
う
概
念
を
提
示
す
る
。

そ
の
歴
史
的
過
程
と
し
て
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ナ
チ
ズ
ム
に
も
目
を
向
け
つ

つ
、
特
に
注
目
す
る
の
が
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
の
ア
フ
リ
カ
、
そ
し
て
現
代

の
パ
レ
ス
チ
ナ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ン
ベ
ン
ベ
も
生
の
政
治
と
い
う
概
念
を
否

定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
、
彼
は
後
期
近
代
の
植
民
地
占
領
の
特
徴

を
、
規
律
訓
練
、
生
の
政
治
、
死
の
政
治
と
い
う
三
つ
の
権
力
の
結
合
に
あ
る

と
述
べ
、
孤
立
化
し
、
細
分
化
し
、
徹
底
的
に
支
配
す
る
パ
レ
ス
チ
ナ
の
統
治

体
制
を
暴
き
出
す
。
ネ
ク
ロ
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
と
は
、
生
が
死
の
権
力
に
隷
属
さ

せ
ら
れ
、
人
び
と
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
現
代
世
界
に
お
い
て
、「
生
の
政
治
」

だ
け
で
は
捉
え
き
れ
な
い
諸
相
を
把
握
す
る
た
め
の
概
念
な
の
で
あ
る
。

　

現
代
の
社
会
の
根
底
に
あ
る
の
は
憎
し
み
で
あ
る
と
、
ン
ベ
ン
ベ
は
本
書
で

繰
り
返
し
説
い
て
い
る
。
レ
イ
シ
ズ
ム
や
テ
ロ
ル
に
満
ち
た
憎
し
み
の
世
界
を

克
服
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
苦
難
に
満
ち
た
治
癒
の
過
程
を
歩
む

こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
ア
フ
リ
カ
と
い
う
地
球
の
「
内
腑
」
か
ら
紡
が

れ
る
彼
の
言
葉
を
ど
う
受
け
取
る
か
、
私
自
身
も
問
わ
れ
て
い
る
。�

（�

猫
足 

）

�

（
三
四
〇
頁　

税
込
四
九
五
〇
円　

10
月
刊
）

ネ
ク
ロ
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス

死
の
政
治
学

ア
シ
ル
・
ン
ベ
ン
ベ
著

岩
崎
稔
・
小
田
原
琳
訳

人
文
書
院
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話題の本棚

わ
た
し
た
ち
の「
ま
ち
」を
と
り
も
ど
す
た
め
の
言
葉

　

古
び
た
商
店
街
、
街
角
の
銭
湯
、
駅
前
の
風
景
。
私
た
ち
が
何
気
な
く
日
常

を
過
ご
し
て
い
る
ま
ち
は
、
常
に
う
つ
り
変
わ
っ
て
い
く
。
道
路
が
拡
幅
さ
れ
、

新
し
い
商
業
施
設
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
つ
。
地
区
全
体
が
再
開
発
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
こ
う
し
た
ま
ち
の
変
化
は
、
あ
る
日
突
然
に
起
こ
る
の
で
は
な
い
。

そ
の
ま
ち
を
生
き
る
人
び
と
の
経
験
や
記
憶
、
そ
し
て
思
い
入
れ
が
あ
る
一
方
、

行
政
や
民
間
の
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
よ
る
様
々
な
思
惑
も
あ
る
。
こ
れ
ら
が
寄
り

集
ま
っ
て
、
都
市
計
画
や
条
例
、
も
し
く
は
住
民
に
よ
る
陳
情
と
い
っ
た
「
言

葉
」
と
し
て
明
文
化
さ
れ
、
空
間
を
変
容
さ
せ
る
大
き
な
動
き
に
な
る
。

　

本
書
は
長
年
ま
ち
づ
く
り
に
従
事
し
て
き
た
著
者
が
、
ま
ち
を
と
り
ま
く

「
言
葉
」
を
読
み
解
い
て
い
く
エ
ッ
セ
イ
集
だ
。
地
区
の
再
開
発
や
貧
困
層
向

け
の
住
宅
供
給
、
住
民
主
導
の
景
観
保
存
、
山
村
集
落
の
将
来
像
、
災
害
か
ら

の
復
興
。
日
本
各
地
の
ま
ち
づ
く
り
の
現
場
を
訪
れ
た
経
験
か
ら
、
条
例
や
制

定
さ
れ
た
文
章
、
そ
し
て
文
字
に
な
ら
な
い
人
び
と
の
声
を
拾
い
上
げ
る
。

◆
誰
に
よ
る
、
誰
の
た
め
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
？

　

著
者
は
二
十
年
以
上
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
き
た
。
今
日
の
日
本
に
お
け

る
ま
ち
づ
く
り
は
「
民
主
導
」「
官
民
協
働
」「
特
例
」「
規
制
緩
和
」
を
通
し

て
「
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
―
ス
の
創
出
」「
市
民
参
加
」「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
創

出
」
を
行
う
も
の
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
あ
る
べ
き
ま
ち
の
姿
に
す
る
た
め
に
、

都
市
計
画
で
定
め
ら
れ
た
空
間
の
用
途
や
規
制
を
書
き
換
え
る
と
い
う
こ
と
だ
。

た
と
え
ば
樹
木
の
伐
採
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
神
宮
外
苑
の
再
開
発
で
は
、

「
公
園
」
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
た
区
域
の
一
部
を
「
再
開
発
等
促
進
区
」
に

指
定
す
る
こ
と
で
、
商
業
・
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
建
設
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

著
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
通
じ
て
、
そ
れ
が
誰
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
か

を
問
う
。
都
市
計
画
や
条
例
の
条
文
に
あ
ら
わ
れ
る
「
人
々
」「
誰
も
が
」
と

い
っ
た
言
葉
は
、
従
順
な
消
費
者
の
み
を
想
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
行

政
や
民
間
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
「
住
民
の
声
」
を
き
く
た
め
の
場
を
設
け
た
と
し

て
も
、
そ
こ
に
参
加
す
る
だ
け
の
余
裕
が
あ
る
、
一
部
の
人
の
声
の
み
を
聴
い

て
は
い
る
の
で
は
な
い
か
。
高
齢
者
や
妊
婦
、
外
国
人
、
ホ
ー
ム
レ
ス
、
ま
ち

の
経
験
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
ま
ち
に
出
て
く
る
こ
と
が
困

難
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
人
び
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
い
な
い
者
と

し
て
扱
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

本
書
に
通
底
す
る
都
市
計
画
へ
の
批
判
は
真
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
資
本

に
よ
る
空
間
の
占
有
は
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
『�

都
市
へ
の
権
利 

』
か
ら
の
長
年
の
都

市
論
の
主
題
で
あ
り
、
近
年
だ
と
カ
ー
ン
『�

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
・
シ
テ
ィ 

』
は
男

性
中
心
的
な
都
市
計
画
と
女
性
の
都
市
経
験
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。
だ
が

著
者
は
こ
う
し
た
議
論
を
借
り
る
こ
と
は
し
な
い
。
代
わ
り
に
本
書
は
、
生
活

者
と
し
て
の
実
感
や
、
そ
の
地
に
暮
ら
す
人
び
と
の
声
を
描
く
こ
と
で
、
ま
ち

に
つ
い
て
考
え
、
語
る
た
め
の
語
彙
を
渡
し
て
く
れ
る
。
わ
た
し
た
ち
も
、
自

ら
の
暮
ら
す
ま
ち
に
つ
い
て
言
葉
を
繋
い
で
い
け
る
だ
ろ
う
。�

（�

た
い
や
き 

）

�

（
二
一
六
頁　

税
込
二
二
〇
〇
円　

10
月
刊
）

ま
ち
は
言
葉
で

で
き
て
い
る

西
本
千
尋
著

柏
書
房
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特集

人と馬
　読者の皆さん、あけまして
おめでとうございます。今年
の干支はそう、午

うま

ですね。馬
は太古の昔から人間にとって
一番身近な動物でした。そん
な馬は文学や競馬の中で今も
私たちの手の届くところにい
ます。その息遣い、足音に耳
をすませてみましょう。

　馬が人間の良きパートナ
ーになり得ることは知られ
ている。だがいつも人間が
主人とは限らないだろう。
本書原題The�Horse�and�His�
Boyはそれをよく示している。
　全 7巻にわたる「ナルニ
ア国物語」の第 5巻、年代順だと 3番目の物
語にあたる本書の主役は、〈もの言う馬〉ブ
リーと少年シャスタ。現実世界から異世界ナ
ルニアへ入り込むことで始まる普段の物語と
は異なり、向こう側の世界のみで物語が完結
する本書は異色の外伝と位置づけられている。
　さて、ナルニアに敵対する国カロールメン
に暮らすシャスタは、ある日自分が奴隷とし
て売り飛ばされようとしていることを知る。
ここから逃げるか留まるか、馬小屋で悩むシ
ャスタに相談できる相手はいない。そんなと
き、「しゃべれるぜ」と突然声をかけたのが
馬のブリーである。ブリーは自分がかつて自
由な馬、ナルニアの馬であったことを伝え逃
亡を持ちかける。そうして少年を盗んだ

0 0 0

馬は、
馬に乗ったことのない少年と共に北へ、ナル
ニアへと走り始める。
　旅を通した子どもたちの成長は児童文学の
醍醐味の一つだろう。本書で馬が重要な役割
を果たすことは言うまでもない。ブリーは道
すがらシャスタに乗馬を教える。馬具の付け
方から鞍上での姿勢の正し方までその描写は
詳しい。シャスタはついに「この子は真の馬
乗り［…］きっと高貴な血が流れている」と
言われるほどに成長する。ここでは乗馬術の
習得がすなわち（のちに王となる）少年の人
間としての成長として語られる。加えて馬の
ブリーも大きな成長を遂げるのだが、これも
また本書の魅力だろう。そこには共に旅をし
学び合う対等な関係が確かにある。（�ひるね ）
� （288 頁　税込 781 円）

ナルニア国物語５　馬と少年
C・S・ルイス著

小澤身和子訳　新潮文庫
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　馬はどこかしら厳かなも
のをその身に宿している。
この世界の真理はすべて平
原を駆ける馬たちが知って
いる。この小説を読むたび、
そんなことを思う。
　本書は、アメリカ文学の
巨匠コーマック・マッカーシーの出世作にし
て代表作である。馬とともに家出した少年ジ
ョン・グレイディの青春と恋、そしてそれら
をすべて呑みこむ暴力と挫折――。マッカー
シー作品を特徴づける、どくどくと流れる血
のように綴られた息の長い文体は、本書でも
健在だ。そこでは人間の心理描写が意図的に
排され、訳者の黒原敏行によれば〝人間〟が
特権化されていない。世界は人間に対して容
赦せず、人間は世界に対してちっぽけだ。
　本書の場合、代わりに主役となるのは、ま
さしく馬たちである。少年たちは馬のために
行動し、馬によって救われ、馬のせいで傷つ
けられるのだ。作中で馬たちは、異様な存在
感を放っている――�ジョン・グレイディが両
膝ではさむ肋骨の穹窿の内側では、暗い色の
肉でできた心臓が誰の意志でか鼓動し血液が
脈打って流れ青みを帯びた複雑な内臓が誰の
意志でか蠢き頑丈な大腿骨と膝と関節の処で
伸びたり縮んだり伸びたり縮んだりする亜麻
製の太い綱のような腱が全て誰の意志でか肉
に包まれ保護されて、蹄は朝露の降りた地面
に穴を穿ち頭は左右に振り立てられピアノの
鍵盤のような大きな歯の間からは涎が流れ熱
い眼球のなかで世界が燃えていた 。
　これは極端な例だけれども、小説はこうし
て馬を、ひいては世界を高密度に描写してゆ
く。少年に最後まで寄り添うのも馬たちだ。
理不尽にまみれたこの底知れない暗闇のなか、
ただ馬だけが美しい。� （�水炊き ）
� （504 頁　税込 1166 円）

　「�コンプソン祖父さまが
亡くなるまで僕たちは毎週
土曜の午後に農場に遊びに
行った。昼ご飯を食べると
すぐ二頭馬車に乗って出か
けた 」――と、この本は始
まる。私たちは馬に引かれ
てヨクナパトーファ郡へと入ってゆく、、、。
隣にいるクエンティン・コンプソンとともに
我々が聴くのは、そこがまだ原野だった頃の
話。これが本書に収録された第一作、「正義」。
本作品集は舞台となる時代順に並んでいるか
ら、その一番はじめ、一八二〇年の話だ。
　ここからフォークナーが創造したヨクナパ
トーファ郡の歴史を辿ってゆく我々は、同時
に馬と人間の関係の変化の歴史も目にするこ
とになる。二作目の「郡庁舎」では、集落と
外界をつなぐのは、郵便を持って現れる馬上
の役人ただ一人。監獄からの脱走事件を機に
郡庁舎が建てられ、集落は町になる。ジェフ
ァソンと名付けられる。後景には、荷運びに
も移動にも、いつも馬がいる。一八三三年。
　そして、南北戦争。プランテーションと奴
隷制を基盤にした南部は崩壊し、再建の時代
が始まる。一九〇八年、中編「まだら馬」。町
を牛耳りはじめたスノープスがある日、まだ
ら模様の馬たちを連れて帰ってくる。馬の競
売が行われる。馬は投機の対象になった。し
かし、まだら馬たちは囲いを破って脱走する。
　最後の作品ではついに、一九五一年にたど
り着く。ジェファソンはもうすっかり、近代
化された町になっている。車の時代。馬車で
やってきた我々は最後「�道路標識とガソリン
スタンドを頼りに元来た道を高速道路まで戻
り、合衆国に帰ってゆく 」のだ――とはいえ、
そんな我々を、まだら馬の子孫たちが木陰か
ら眺めているかもしれないが。� （�コーク ）
� （864 頁　税込 6490 円）

すべての美しい馬
コーマック・マッカーシー著

黒原敏行訳　ハヤカワepi文庫

ポータブル・フォークナー
ウィリアム・フォークナー著

マルカム・カウリー編、池澤夏樹他訳　河出書房新社
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　新年一発目から骨太な本
で恐縮だが、人と馬の関係
を探るうえでは外せないと
断言できる一冊だ。
　京都大学人文科学研究所
の三つの共同研究を下敷き
とした本書は、副題の通り
東方ユーラシア（モンゴル、中国、朝鮮半島、
日本）のさまざまな馬文化――家畜化・馬具
の伝播、供犠、管理体制などなど――を考古
学の知見から詳らかにしている。
　特に興味深いのは、乗馬のキーアイテム鎧

あぶみ

（乗馬の際に足を掛けておく道具）の出現と、
その西への伝播である（第 6章）。馬具の中
では数少ない東アジア起源のものとされる鎧
は、西暦 300 年前後に中国（西晋）で考案さ
れた後、100 ～ 200 年を経て朝鮮半島南部・
日本列島へと伝わった（実は、日本は世界で
最初に大陸の外へ鐙が伝わった場所なのであ
る）。
　鐙が馬具の中でも重要なのは、それが乗馬
の安定性を確保したことにある。誰もが簡単
に馬に乗れるようになったことで、乗馬層の
拡大と、それに伴う家畜馬の増加を、のちの
東アジアの国々にもたらした。つまり鎧は、
乗馬・騎馬のあり方を根本から変えたとさえ
いえるのだ。普段競馬でおなじみのあの道具
（そうでない人もいるかもしれませんが）が
まさかこんな歴史を経ていたとは、と先人の
創意工夫に思いを馳せるばかりである。
　もちろん、本書の魅力はこれに尽きない。
モンゴル人が馬のどの部位を神聖視していた
か、スキタイ人が騎馬をどう飾りつけていた
か、日本の馬がどんな塩を舐めていたか……
その射程はきわめて広い。写真や絵も豊富で、
東方ユーラシアの馬の博覧会カタログとして
も楽しめる一冊。� （�倉井 ）
� （312 頁　税込 3520 円）

馬・車馬・騎馬の考古学
東方ユーラシアの馬文化
諫早直人／向井佑介編　臨川書店

エピタフ幻の島、ユルリの光跡
岡田敦著

インプレスブックス

　アニマルウェルフェアと
いう言葉がある。例えば、
競走馬の在り方に関しては
批判が多い。ただそもそも、
馬という動物の置かれてい
る立場は、極めて微妙なも
のだ。犬猫のように、ペッ
トとして飼われているわけでもない。家畜と
して使われることも、もはやほとんどない。
純粋な野生馬はもうすでにいない。
　「純粋な」が意味するところは、かつて飼
育下にあった馬が自然に還ったケースは存在
する、ということだ。北海道は根室岬の東側
に位置する無人のユルリ島にも、そんな馬た
ちが暮らしている。かつて人が住んでいた頃、
家畜として飼われていた馬たちの子孫である。
　本書はユルリ島をめぐる歴史、写真家であ
る著者がそこで納めた写真、そして（これが
読んでいて最も面白かったのだが）かつて島
に住んでいた人や島の関係者へのインタビュ
ーから成り立つ。戦後に昆布の干場を求めて
島に移った人々は昆布干しに使うための家畜
として馬を島に持ち込んだ。しかし、根室で
干場が整備されると、不便な島に住む必要は
なくなる。本土に連れ帰っても用途のない馬
は、餌となる草や水も豊富な島に残された。
　ユルリ島の歴史は人と馬の関係を象徴する
ものに見える。人馬一体という言葉もある程
に、我々は共に暮らしていた。しかし、時代
は変わってしまった。人間がいなければ生ま
れてくることのない馬たち。「人間ぐらい悪
いやついないから」とかつての住民は言った。
馬が被る全ての悲惨の原因は、人間にある。
　現在、ユルリ島に住んでいるのは数頭の牝
馬のみである。死に絶える運命を待つ儚い存
在でありながら、写真に写る彼女らの姿はど
こまでも美しい。� （�荒砥 ）
� （240 頁　税込 2970 円）
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　目次を開くと、興味をそ
そるタイトルの上に付され
た番号が目につく。1、2は
白、ついで黒、赤、青、黄、
緑……と、なにやら見覚え
のある配色。競馬から読み
解く文壇史をつづったエッ
セーたちがさながら出馬表のように並び、思
わずレース展開を予想したくなる。
　本書は『週刊 Gallop』エッセー大賞受賞を
機に始まった連載をまとめた一冊。無類の競
馬好きであり文学研究者でもある著者は、何
もレースと配当金が競馬のすべてではないと
語る。「馬の近況や過去データを読んでいて、
何か引っかかるものがあれば、やはり大概問
題があって、がむしゃらに追究することにな
る。わたしはそこに文学研究との共通点を見
出しており、また競馬を文学だとも思ってい
る。人と馬とが紡ぎ出す多種多様なドラマは、
観戦者の心をつかむ“文学的な力”を持って
いる」。本筋からは逸れるが、エッセーには
そんな著者の研究者としての横顔も覗く。作
家の親族から聞くよもやま話に、偶然資料が
手に入ったときの喜び……整えられた論文の
舞台裏に心くすぐるドラマが隠れているのも、
競馬との共通点だろうか。
　さあ、レースの始まりだ。本命は著者の専
門でもある“馬主文士”舟橋聖一の馬産物
語？　いやいや、寺山修司と愛馬ユリシーズ
の劇的な出会いも負けていない。殺人ならぬ
殺馬ミステリーという変わり種や、海外から
フランスの画家ラウル・デュフィも参戦。大
穴は「デタラメに買えばいいのだ」なんて調
子の赤塚不二夫だろうか。後半戦では、「大
正の広重」吉田初三郎の鳥観図で今はなき競
馬場をめぐる。どのエピソードがあなたにと
っての一着になるだろうか？� （�くたくた ）
� （160 頁　税込 2200 円）

　現在第二期放送中のアニ
メ「ウマ娘　シンデレラグ
レイ」の主人（？）公は芦
毛の怪物・オグリキャップ。
当時の若手騎手・武豊を名
実ともにスターの座に押し
上げたこの名馬は、まさに
アイドルホースの称号を得るにふさわしい。
私たちはターフを舞台に繰り広げるドラマに
魅入られる、いや、�私たちは自らの叶わぬ夢
と物語を競走馬に仮託している と言うべきか。
　さて、本書に出走するのは地方競馬出身と
いう共通項を持つハイセイコー、オグリキャ
ップ、ハルウララ。本書で描かれるのはこの
3頭のアイドルホースをめぐる人々の記憶の
構築と変遷の過程である。著者・石岡（京大
人環の教育社会学の先生だ）曰く、“過去を
振り返るとき、常にその視点は現在地からの
ものである。だから、�過去を振り返るという
行為は、実際は今自分がここにいることの理
由を探す行為である ”。となれば、私たちが
名馬に託す物語もまた、ひとつの集合的記憶
として時代状況を反映していよう。
　新聞や雑誌記事の分析を通して進む本書だ
が、そこに浮かび上がるのは「地方出身馬が
不遇な環境を乗り越えて努力し、中央のエリ
ートを薙ぎ倒す」という立身出世の物語だ。
それは同時に日本社会における「頑張れば報
われるはず（だった）」という願望（幻想）
のネガでもある。馬が過去のものとなるにつ
れ、事実の細部は忘れさられ、馬への共感は
収まりの良い「正史」へと収斂されていく。
　もの言わぬ競走馬が自身に課された物語を
どう思うのかはわからない。が、幻想である
と知りながらも、ゴールの瞬間を見届け、声
援を送るくらいの誠実さは許されるだろうか。
物語ることは人の業なのだから。�（�浅煎り ）
� （307 頁　税込 2640 円）

競馬にみる日本文化
石川肇著

法蔵館

「地方」と「努力」の現代史
アイドルホースと戦後日本

石岡学著　青土社
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新
刊
コ
ー
ナ
ー

パ
レ
ス
チ
ナ
を
破
壊
す
る
こ
と
は
、

地
球
を
破
壊
す
る
こ
と
で
あ
る

ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
マ
ル
ム
著

箱
田
徹
訳　

青
土
社

　

い
ま
ガ
ザ
で
は
、
人

間
の
生
と
、
生
を
維
持

す
る
た
め
の
環
境
が
、

イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
っ
て

徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
の

暴
力
に
米
国
と
英
国
は
武
器
を
供
与
し
加
担
す
る
の

か
。
マ
ル
ム
が
本
書
で
明
ら
か
に
す
る
の
は
、
パ
レ

ス
チ
ナ
の
破
壊
が
、
化
石
燃
料
を
中
心
に
動
い
て
き

た
世
界
秩
序
が
生
み
出
す
暴
力
で
あ
り
、
そ
の
秩
序

が
い
ま
、
ガ
ザ
だ
け
で
な
く
地
球
そ
の
も
の
を
危
機

へ
と
追
い
込
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

ガ
ザ
へ
の
爆
撃
が
国
際
法
や
倫
理
を
素
通
り
し
て

い
く
よ
う
に
、
化
石
燃
料
の
増
産
も
ま
た
、
科
学
的

警
鐘
や
国
際
合
意
を
超
え
て
拡
大
し
て
い
る
。
マ
ル

ム
は
こ
の
無
制
限
の
破
壊
の
起
源
を
、
一
八
四
〇
年

の
ア
ッ
カ
ー
海
戦
に
見
い
だ
す
。
英
国
が
初
め
て
蒸

気
船
を
投
入
し
た
こ
の
戦
争
は
、
化
石
燃
料
を
確
保

す
る
軍
事
力
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
強
化
さ

れ
る
化
石
燃
料
の
相
互
依
存
を
生
み
、
中
東
の
土
地

と
人
び
と
を
支
配
の
網
の
目
に
組
み
込
ん
だ
。
パ
レ

７

ト
リ
ス
タ
ン
・
ガ
ル
シ
ア
著

高
橋
啓
訳

河
出
書
房
新
社

　

一
大
叙
事
詩
と
い
う

か
、
巨
大
な
物
語
に
圧

倒
さ
れ
た
、
そ
ん
な
読

後
感
だ
っ
た
。

　

本
作
は
表
題
の
通
り
、
7
つ
の
小
説
が
収
め
ら
れ

た
作
品
集
で
あ
る
。
た
だ
短
編
集
と
言
う
に
は
少
し

長
い
。
何
し
ろ
単
行
本
で
二
段
組
五
百
頁
越
え
の
分

量
な
の
だ
か
ら
。
た
だ
著
者
の
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン

グ
は
巧
み
で
、
す
ら
す
ら
読
み
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
長
さ
も
苦
に
な
ら
な
い
。

　

早
い
話
、
こ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
「
世
に

も
奇
妙
な
物
語
」
で
あ
る
。
意
識
だ
け
若
い
頃
に
戻

る
こ
と
の
で
き
る
薬
、
未
来
の
ヒ
ッ
ト
チ
ャ
ー
ト
が

刻
ま
れ
た
木
管
、
等
々
。
そ
し
て
二
百
頁
以
上
あ
る

最
後
の
作
品
「
第
七
」
で
は
そ
れ
ま
で
の
作
品
と
の

関
連
性
が
示
さ
れ
、
本
書
全
体
が
ま
と
め
上
げ
ら
れ

る
…
…
よ
う
に
見
え
る
の
だ
が
、
大
ど
ん
で
ん
返
し

が
起
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
全
て
の
作
品
が
綺
麗
に

繋
ぎ
合
わ
せ
ら
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
あ
く
ま
で
そ

れ
ぞ
れ
の
作
品
は
自
律
性
を
保
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
本
書
の
作
品
群
に
共
通
す
る
一
貫
性

と
は
何
だ
ろ
う
か
（
短
編
集
の
書
評
を
書
く
時
は
い

つ
も
こ
の
点
を
ど
う
表
現
す
る
か
困
っ
て
し
ま
う
）。

「
作
品
の
一
貫
性
は
明
白
で
あ
り
、
と
て
つ
も
な
く

一
貫
し
て
い
る
と
さ
え
言
え
る
」
ら
し
い
。
本
当
だ

ろ
う
か
？　

そ
も
そ
も
一
貫
性
を
見
出
す
試
み
と
い

う
も
の
が
あ
る
種
の
欺
瞞
性
を
持
つ
と
い
う
か
、
牽

強
付
会
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
は
し
ば
し
ば

あ
る
。
さ
て
、
本
書
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　

一
作
目
の
巻
頭
に
置
か
れ
た
エ
ピ
グ
ラ
フ
「
私
は

多
数
だ
」。
一
作
目
を
読
ん
だ
あ
と
、
そ
し
て
本
書

を
通
読
し
た
あ
と
で
は
違
っ
た
趣
を
見
せ
て
い
る
。

こ
の
あ
た
り
に
ヒ
ン
ト
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、

な
い
か
も
し
れ
な
い
。�

（�

荒
砥 

）

�

（
五
二
八
頁　

税
込
五
二
八
〇
円　

8
月
刊
）

ス
チ
ナ
へ
の
入
植
植
民
地
主
義
も
強
め
ら
れ
、
土
地

を
居
住
不
可
能
に
す
る
暴
力
と
し
て
継
続
し
て
き
た
。

同
様
の
居
住
不
可
能
化
の
暴
力
は
、
気
候
変
動
に
よ

り
地
球
規
模
で
進
行
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
パ
レ

ス
チ
ナ
の
破
壊
と
地
球
環
境
の
破
壊
は
同
じ
歴
史
の

中
で
生
ま
れ
た
二
つ
の
暴
力
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
。

　

パ
レ
ス
チ
ナ
の
破
壊
は
遠
く
離
れ
た
問
題
で
は
な

い
。
そ
の
延
長
線
上
に
は
わ
た
し
た
ち
の
未
来
が
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
マ
ル
ム
は
呼
び
か
け
る
。「
パ
レ

ス
チ
ナ
と
地
球
の
破
壊
を
抑
制
し
、
阻
止
し
、
覆
す

に
は
（
中
略
）
化
石
燃
料
イ
ン
フ
ラ
と
人
種
植
民
地

の
破
壊
が
求
め
ら
れ
る
」
の
だ
と
。�

（�

た
い
や
き 

）

�

（
二
三
二
頁　

税
込
三
三
〇
〇
円　

7
月
刊
）
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ク
リ
ス
マ
ス
に
捧
げ
る 

ド
イ
ツ
綺
譚
集

Ｅ
．Ｔ
．Ａ
．ホ
フ
マ
ン
編
著

遠
山
明
子
訳　

創
元
推
理
文
庫

　

�

フ
ロ
ー
エ
・
ヴ
ァ
イ

ナ
ハ
テ
ン
！ 　

ク
リ
ス

マ
ス
に
は
、
ち
ょ
っ
と

不
思
議
な
物
語
を
、
そ

れ
が
昔
か
ら
の
定
番
だ
。
同
じ
創
元
推
理
文
庫
か
ら

『
英
国
ク
リ
ス
マ
ス
幽
霊
譚
傑
作
集
』（
夏
来
健
次
編

訳
）
が
出
て
い
る
が
、
今
回
は
そ
の
ド
イ
ツ
版
―
―

と
い
う
と
だ
い
ぶ
語
弊
が
あ
る
。
本
書
は
ロ
マ
ン
主

義
作
家
の
Ｅ
・
Ｔ
・
Ａ
・
ホ
フ
マ
ン
が
、
作
家
仲
間

の
コ
ン
テ
ッ
サ
、
フ
ケ
ー
を
誘
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
向

け
に
編
纂
し
た
作
品
集
だ
。
原
題
は
『
子
ど
も
の
メ

ル
ヘ
ン
』
―
―
そ
う
、
メ
ル
ヘ
ン
な
の
だ
。

　

た
と
え
ば
バ
レ
エ
で
お
な
じ
み
の
「
く
る
み
割
り

人
形
」。
ク
リ
ス
マ
ス
の
市
民
家
庭
を
舞
台
に
、
幼

い
マ
リ
ー
が
、
玩
具
の
兵
と
ね
ず
み
の
群
れ
の
闘
争

に
ま
き
こ
ま
れ
て
い
く
。
こ
こ
で
は
子
ど
も
の
素
朴

な
感
性
の
み
に
開
か
れ
る
世
界
が
、
散
文
的
な
大
人

の
世
界
と
対
置
さ
れ
て
い
る
。
ホ
フ
マ
ン
の
も
う
一

作
「
見
知
ら
ぬ
子
」
は
知
名
度
が
圧
倒
的
に
劣
る
が
、

同
様
の
姿
勢
に
貫
か
れ
て
い
る
。
森
で
遊
ぶ
兄
妹
の

前
に
不
思
議
な
子
ど
も
が
姿
を
現
わ
し
て
共
に
遊
ぶ
。

そ
の
過
程
で
、
木
や
小
川
が
文
字
通
り
生
命
を
宿
し
、

彼
ら
に
語
り
か
け
る
。
民
衆
の
生
活
世
界
に
息
づ
く

自
然
と
の
全
一
性
が
綿
密
に
練
ら
れ
た
テ
ク
ス
ト
の

上
で
再
構
成
さ
れ
、
詩
的
世
界
へ
の
通
路
と
な
る
の

だ
。
そ
れ
は
コ
ン
テ
ッ
サ
「
別
れ
の
宴
」
な
ど
に
も

通
底
し
て
い
る
。
幼
い
兄
妹
が
森
で
出
会
っ
た
奇
妙

な
住
民
た
ち
―
―
小
人
、
水
の
精
、
鬼
火
、
ハ
ン
ノ

キ
の
王
な
ど
―
―
が
、
父
母
の
待
つ
客
人
の
代
わ
り

に
家
を
訪
れ
、
ど
ん
ち
ゃ
ん
騒
ぎ
を
ま
き
起
こ
す
。

　

民
間
伝
承
に
源
泉
を
求
め
た
メ
ル
ヘ
ン
と
い
う
芸

術
形
式
は
、
ド
イ
ツ
ロ
マ
ン
主
義
を
特
徴
づ
け
る
独

自
の
様
式
だ
。
そ
の
精
神
性
が
、
そ
し
て
面
白
さ
が
、

心
ゆ
く
ま
で
味
わ
え
る
だ
ろ
う
。
―
―
え
、
ク
リ
ス

マ
ス
な
ん
て
と
っ
く
に
過
ぎ
た
…
…
？�

（�

猫
足 

）

�
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大
学
生
の
ポ
ー
リ
ィ

は
た
め
息
を
つ
き
な
が

ら
読
み
か
け
の
本
を
伏

せ
る
。
そ
し
て
壁
に
飾

っ
た
写
真
を
見
上
げ
て
ま
た
た
め
息
。
昔
読
ん
だ
気

が
す
る
こ
の
本
に
、
あ
る
は
ず
の
物
語
が
存
在
し
な

い
。
こ
の
写
真
の
中
に
い
た
は
ず
の
四
人
の
人
と
馬

も
今
は
見
え
な
い
。
激
し
い
喪
失
感
が
ポ
ー
リ
ィ
を

襲
う
。
ど
う
し
て
自
分
は
「
事
実
と
合
わ
な
い
よ
う

な
記
憶
」
を
持
っ
て
い
る
の
か
─
─
お
葬
式
！　

す

べ
て
は
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
？

　

本
書
は
こ
こ
か
ら
ポ
ー
リ
ィ
の
回
想
が
始
ま
る
。

九
年
前
の
十
歳
の
頃
、
近
所
の
葬
式
に
潜
り
込
ん
だ

と
き
の
こ
と
。
そ
こ
で
仲
良
く
な
っ
た
歳
上
の
男
の

人
、
ト
ー
マ
ス
・
リ
ン
。
二
人
は
手
紙
を
や
り
と
り

し
て
「
英
雄
稼
業
」
の
物
語
を
紡
い
だ
。
ス
ー
パ
ー

を
襲
う
巨
人
を
撃
退
す
る
英
雄
の
は
じ
ま
り
や
、
英

雄
に
相
応
し
い
馬
に
つ
い
て
。
す
る
と
手
紙
に
書
か

れ
た
こ
と
が
次
第
に
二
人
の
目
の
前
で
起
こ
り
始
め

る
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
大
切
な
記
憶
を
忘
れ
て
し

ま
っ
て
い
た
ん
だ
ろ
う
…
…
。
あ
れ
は
現

now
 here実

の
出
来

事
か
、
そ
れ
と
も
単
な
る
空

now
here想

か
。

　

物
語
は
回
想
か
ら
現
在
へ
。
ち
ょ
う
ど
『
オ
デ
ュ

ッ
セ
イ
ア
』
の
よ
う
に
。
失
わ
れ
た
記
憶
と
大
切
な

人
を
取
り
返
す
手
が
か
り
は
す
ぐ
そ
ば
に
あ
っ
た
の

だ
。
リ
ン
さ
ん
が
ポ
ー
リ
ィ
に
贈
っ
た
た
く
さ
ん
の

本
─
─
『
ト
ム
は
真
夜
中
の
庭
で
』
や
『
金
枝
篇
』、

『
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
版
バ
ラ
ー
ド
集
』
等
々
─
─
す

べ
て
に
よ
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
た
女
王
の
魔
法
の
緻

密
さ
に
は
驚
く
ば
か
り
だ
。

　

本
書
を
開
く
と
き
、
ポ
ー
リ
ィ
の
お
祖
母
ち
ゃ
ん

な
ら
こ
う
言
う
は
ず
だ
。「
そ
の
前
に
、
大
き
な
テ

ィ
ー
ポ
ッ
ト
に
お
茶
を
ど
っ
さ
り
用
意
さ
せ
と
く
れ

よ
。
ど
う
や
ら
長
く
な
り
そ
う
だ
」
と
。（�

ひ
る
ね 

）

�
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四
九
〇
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九
年
目
の
魔
法【
新
装
版
】

ダ
イ
ア
ナ・ウ
ィ
ン・ジ
ョ
ー
ン
ズ
著

浅
羽
莢
子
訳

創
元
推
理
文
庫
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柳
宗
悦

美
を
生
き
た
宗
教
哲
学
者若

松
英
輔
著

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス

　

民
藝
の
創
始
者
・
柳

宗
悦
。
技
巧
を
凝
ら
し

た
高
価
な
作
品
で
は
な

く
、
廉
価
な
が
ら
も
日

常
的
な
用
途
に
適
う
品
を
雑
器
と
い
う
。
名
も
な
き

工
人
の
無
欲
な
手
仕
事
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
民
衆
の

生
活
具
に
宿
る
美
し
さ
を
柳
は
見
出
し
た
。

　

─
─
と
い
う
功
績
ゆ
え
に
美
術
の
文
脈
で
言
及
さ

れ
が
ち
な
柳
だ
が
、
彼
の
思
想
的
原
点
は
宗
教
哲
学

に
あ
る
（
民
藝
は
そ
の
延
長
線
上
で
見
出
さ
れ
た
と

い
っ
た
方
が
適
切
だ
）。
柳
の
信
仰
へ
の
問
い
は
い

か
に
民
藝
の
美
と
出
会
う
の
か
。
批
評
家
・
若
松
は

温
か
い
筆
致
で
彼
の
境
涯
を
辿
っ
て
い
く
。
も
と
が

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
編
ま
れ
た
と
い

う
だ
け
あ
っ
て
、
入
門
書
と
し
て
も
格
好
だ
。

　

信
と
美
が
民
藝
と
い
う
点
で
重
な
る
こ
と
。
柳
自

身
は
か
く
語
る
。“
あ
の
無
心
な
嬰
児
の
心
に
、
一

物
を
も
有
た
ざ
る
心
に
、
知
を
誇
ら
ざ
る
者
に
、
清

貧
を
悦
ぶ
者
た
ち
の
中
に
、
神
が
宿
る
と
は
如
何
に

不
思
議
な
真
理
で
あ
ろ
う
。
同
じ
そ
の
教
え
が
、
そ

れ
ら
の
器
に
も
活
々
と
読
ま
れ
る
で
は
な
い
か
”。

難
解
な
知
識
を
持
た
ぬ
無
心
の
帰
依
に
救
い
が
あ
り
、

Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｅ

Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

阿
部
和
重
著

河
出
文
庫

　

阿
部
和
重
は
現
実
と

並
走
し
続
け
て
い
る
。

そ
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン

が
本
書
だ
。
な
ぜ
っ
て
、

こ
こ
に
出
て
く
る
の
は
我
々
が
し
じ
ゅ
う
目
に
し
て
い

た
、
ジ
ャ
ン
ク
な
も
の
ば
か
り
だ
か
ら
だ
。
た
と
え
ば
、

ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
、
イ
ン
ス
タ
、
金
正
恩
、
グ
レ
タ
さ
ん
、

嵐
（
自
然
現
象
じ
ゃ
な
い
ほ
う
）、
コ
ロ
ナ
、
イ
ー
ロ

ン
マ
ス
ク
、
カ
ル
ロ
ス
ゴ
ー
ン
―
―
ど
れ
も
、
あ
あ

あ
っ
た
よ
ね
、
と
な
る
も
の
ば
か
り
。「
文
学
」
的
で

は
な
い
。
ミ
ー
ム
的
、
と
で
も
言
え
ば
い
い
か
。

　

作
者
は
、
ミ
ー
ム
的
な
テ
ー
マ
に
対
し
て
、
一
段

高
い
と
こ
ろ
か
ら
分
析
し
た
り
、
共
感
を
も
と
に
自

分
の
意
見
を
開
陳
し
た
り
は
し
な
い
。
む
し
ろ
彼
は
、

「
文
学
」
が
無
か
っ
た
こ
と
に
し
て
き
た
、
も
し
く

は
し
か
つ
め
ら
し
い
顔
で
向
き
合
っ
て
き
た
も
の
と

同
じ
土
俵
で
遊
ぶ
こ
と
を
選
ぶ
。
た
と
え
ば
阿
部
が

描
く
世
界
に
お
い
て
は
、
グ
レ
タ
さ
ん
は
未
来
か
ら

や
っ
て
き
た
Ａ
Ｉ
搭
載
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト

だ
し
、
酒
に
溺
れ
た
金
正
恩
は
夜
な
夜
な
ド
ラ
え
も

ん
を
違
法
サ
イ
ト
で
視
聴
し
て
い
る
。
く
だ
ら
な
い
、

と
い
え
ば
く
だ
ら
な
い
が
、
阿
部
和
重
は
ど
こ
ま
で

も
く
だ
ら
な
く
あ
ろ
う
と
す
る
。

　

シ
リ
ア
ス
な
も
の
も
ふ
ざ
け
た
も
の
も
全
て
が
一

緒
く
た
に
な
っ
て
気
づ
い
た
ら
忘
れ
ら
れ
て
い
る
毎

日
に
あ
っ
て
、
文
学
が
生
き
残
る
術
は
、
ク
ー
ル
に

ふ
ざ
け
続
け
る
こ
と
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
脳

裏
に
残
る
疾
走
感
が
、
何
よ
り
の
証
拠
だ
。

　

し
か
し
、
本
書
に
お
い
て
一
つ
だ
け
惜
し
い
こ
と

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
一
編
一
編
が
あ
ま
り
に

短
い
こ
と
。
も
っ
と
読
ん
で
い
た
い
の
に
。
こ
こ
に

集
め
ら
れ
た
現
実
の
断
片
は
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン

の
も
と
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
期
待
し

な
が
ら
待
つ
ほ
か
な
い
。�

（�

コ
ー
ク 

）
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技
術
の
誇
示
も
利
欲
も
な
い
無
垢
な
器
に
美
が
宿
る
。

柳
の
境
涯
は
、
信
と
美
が
融
合
し
た
世
界
へ
の
祈
り

に
貫
か
れ
て
い
た
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

　

同
様
の
姿
勢
は
言
葉
の
美
の
在
処
に
つ
い
て
も
言

え
る
。
柳
を
「
言
葉
の
工
人
」
と
評
す
る
若
松
は
こ

う
述
べ
る
。“
言
葉
は
、
意
味
の
歴
史
の
貯
蔵
庫
で

す
。
そ
こ
に
一
個
の
人
間
の
経
験
を
は
る
か
に
超
え

た
ち
か
ら
が
実
在
す
る
の
で
す
”
─
─
な
る
ほ
ど
、

本
書
は
言
葉
へ
の
向
き
合
い
方
を
め
ぐ
る
、
若
松
と

柳
と
の
時
を
超
え
た
対
話
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
無
欲

な
言
葉
、
飾
り
立
て
ぬ
文
章
。
最
近
の
私
は
随
分
と

忘
れ
が
ち
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。�

（�

浅
煎
り 

）

�

（
三
四
〇
頁　

税
込
一
九
八
〇
円　

8
月
刊
）
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現
代
誤
情
報
学
入
門

ジ
ョ
ン
・
ル
ー
ゼ
ン
ビ
ー
ク
／ 

サ
ン
ダ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ダ
ー
・
リ
ン
ダ
ン
著

加
納
安
彦
訳　

日
本
評
論
社

　

情
報
が
多
す
ぎ
る
現

代
。
も
う
何
が
正
し
く

て
何
が
間
違
い
か
分
か

か
ら
な
い
。
単
純
な
真

偽
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
悪
意
も
入
っ
て
く
る
か
ら

実
に
厄
介
で
あ
る
。
本
書
は
誤
情
報
の
問
題
性
や
原

因
、
対
策
を
徹
底
的
に
検
証
す
る
。

　

一
口
に
誤
情
報
と
言
っ
て
も
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー

ス
と
か
陰
謀
論
と
か
色
々
な
も
の
が
含
意
さ
れ
て
い

る
の
で
包
括
的
な
定
義
は
難
し
い
。
本
書
で
は
誤
情

報
を
「
意
図
や
情
報
源
に
関
わ
ら
ず
、
虚
偽
ま
た
は

誤
解
を
招
く
情
報
」
と
定
義
し
た
が
、
そ
れ
に
至
る

ま
で
二
十
頁
に
及
ぶ
検
討
を
し
て
い
る
。
そ
れ
で
い

て
ま
だ
「
完
全
と
は
言
え
な
い
」
と
し
て
い
る
の
だ

か
ら
い
か
に
繊
細
な
問
題
で
あ
る
か
が
分
か
る
。

　

前
半
で
は
誤
情
報
の
問
題
性
や
拡
散
の
原
因
に
つ

い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
エ
コ
ー
チ
ェ
ン

バ
ー
。
こ
ち
ら
も
様
々
な
定
義
が
提
案
さ
れ
て
い
る

が
、
似
た
考
え
の
人
々
が
や
り
取
り
を
し
て
信
念
を

強
化
す
る
閉
鎖
的
な
空
間
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が

ど
の
程
度
の
問
題
を
孕
ん
で
い
る
か
を
多
角
的
に
検

討
す
る
。
ま
た
本
書
の
役
割
は
あ
く
ま
で
主
張
の
紹

介
で
あ
り
、
判
断
は
読
者
が
す
べ
き
だ
と
い
う
ス
タ

ン
ス
も
他
書
と
一
線
を
画
す
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

後
半
で
は
誤
情
報
に
悪
影
響
を
受
け
な
い
た
め
の

議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
悲
し
い
こ
と
に
万
能
薬
は

な
い
よ
う
だ
。
様
々
な
介
入
策
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

検
証
さ
れ
て
い
る
が
上
手
く
い
か
な
い
。
も
し
か
す

る
と
そ
う
い
う
限
界
を
理
解
す
る
こ
と
が
一
番
の
対

策
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

本
書
で
は
専
門
用
語
の
使
用
が
控
え
め
に
な
っ
て

お
り
、
ま
た
至
る
所
に
ジ
ョ
ー
ク
が
散
り
ば
め
ら
れ

て
い
る
。
著
者
の
膨
大
な
リ
サ
ー
チ
と
ユ
ー
モ
ア
が

つ
く
る
情
報
社
会
の
必
読
書
。�

（�

竹
輪 

）

�

（
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三
七
四
〇
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Ａ
Ｉ
に
苦
手
意
識
が

あ
る
。
古
典
的
な
方
法

で
文
学
を
研
究
し
て
い

る
か
ら
だ
ろ
う
か
。
友

達
の
よ
う
に
Ａ
Ｉ
に
接
す
る
人
を
見
る
と
何
と
な
く

薄
ら
寒
い
も
の
を
感
じ
る
。
自
分
と
は
無
関
係
な
領

域
で
技
術
が
急
速
に
進
ん
で
い
く
こ
と
に
焦
り
と
不

安
が
あ
る
。
人
文
学
と
Ａ
Ｉ
は
ど
の
よ
う
に
接
点
を

持
ち
う
る
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、Ａ
Ｉ
と
“
友
好
的
”

な
関
係
を
築
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
二
つ
の
疑
問
に
答
え
て
く
れ
た
の
が
本
書
だ
。

学
際
的
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
発
信
す
る

叢
書
の
第
二
巻
で
、
理
論
篇
、
応
用
研
究
篇
、
文
学

作
品
の
読
解
篇
の
三
部
か
ら
成
る
。
話
題
も
ロ
ボ
ッ

ト
の
主
体
性
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
へ
の
活
用
、

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
を
用
い
た
文
学
研
究
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
が
、
い
ず
れ
も
数
十
年
後
に
訪
れ
る
で

あ
ろ
う
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
と
の
共
生
社
会
を
見
据
え

た
研
究
で
あ
る
。

　

ま
す
ま
す
技
術
が
発
展
し
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
が

も
は
や
道
具
で
は
い
ら
れ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ

う
。
効
率
的
に
役
に
立
つ
こ
と
を
突
き
つ
め
る
ほ
ど
、

主
体
性
や
自
律
性
を
望
ま
れ
、
言
う
な
れ
ば
、
人
間

に
近
づ
い
て
い
く
。
新
た
な
知
的
存
在
と
共
に
生
き

る
う
え
で
、
何
が
障
害
と
な
り
、
ど
ん
な
社
会
規
範

が
必
要
と
さ
れ
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
い
は
、
私
た

ち
自
身
が
ど
の
よ
う
に
社
会
と
関
わ
り
、
感
情
や
身

体
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
と
い
う
問
い
に
通

じ
、
つ
ま
り
、
人
間
を
定
義
す
る
こ
と
と
表
裏
一
体
で

あ
る
。
こ
れ
は
伝
統
的
に
人
文
学
が
担
っ
て
き
た
領

域
だ
ろ
う
。
本
書
で
は
と
り
わ
け
人
間
の
弱
さ
・
脆

弱
性
が
重
要
視
さ
れ
る
。
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
の
探
究

と
と
も
に
、
他
な
ら
ぬ
私
た
ち
自
身
と
そ
の
未
来
に

向
き
合
う
た
め
の
知
見
に
富
ん
だ
一
冊
。（�

く
た
く
た 

）

�

（
二
八
六
頁　

税
込
四
四
〇
〇
円　

8
月
刊
）

生
成
Ａ
Ｉ
×
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

南
谷
奉
良
編
、中
村
靖
子
監

春
風
社
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増
補　

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム

そ
の
思
想
と
時
代

酒
井
健
著

ち
く
ま
学
芸
文
庫

　
「
一
九
二
〇
年
代
半

ば
に
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま

れ
、
そ
れ
ま
で
の
西
欧

の
近
代
文
明
を
根
底
か

ら
批
判
し
、
新
た
な
人
間
の
可
能
性
を
提
示
し
た
文

化
運
動
」
―
―
本
書
は
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
こ
う

定
義
す
る
。
こ
こ
で
の
「
近
代
文
明
批
判
」、
そ
れ
は

同
時
に
「
戦
争
批
判
」
で
も
あ
る
。
一
九
二
〇
年
代

に
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
た
若
者
た
ち

は
、
青
春
の
大
切
な
時
期
を
第
一
次
世
界
大
戦
に
奪

わ
れ
た
。
ゆ
え
に
そ
こ
に
は
、
戦
争
を
も
た
ら
し
た

西
欧
近
代
文
明
へ
の
激
し
い
怒
り
が
あ
る
。

　

こ
の
怒
り
は
社
会
を
否
定
し
刷
新
す
る
「
革
命
」

の
方
向
に
向
か
う
が
、
本
書
に
よ
れ
ば
シ
ュ
ル
レ
ア

リ
ス
ム
は
も
う
ひ
と
つ
の
方
向
を
有
し
て
い
た
。
そ

れ
が
現
実
を
気
に
か
け
ず
そ
こ
か
ら
離
れ
て
い
く
方

向
、
す
な
わ
ち
「
放
心
」
や
「
恍
惚
」
と
い
っ
た
方

向
で
あ
る
。
本
書
は
こ
の
対
極
と
も
思
え
る
「
革

命
」
と
「
放
心
」
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
―
―
バ

タ
イ
ユ
を
専
門
と
す
る
著
者
ゆ
え
か
、
恍
惚
体
験
と

そ
こ
に
開
か
れ
る
超
現
実
に
重
き
を
置
き
つ
つ
―
―

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
全
貌
に
迫
っ
て
い
く
。

一
歩
前
進
、二
歩
後
退

絓
秀
実
著

講
談
社

　

日
本
の
文
芸
批
評
家
、

絓
秀
実
に
よ
る
最
新
の

評
論
集
。
大
江
健
三
郎
、

大
西
巨
人
、
金
井
美
恵

子
に
つ
い
て
の
評
論
と
時
評
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

資
本
主
義
、
民
主
主
義
、
天
皇
制
の
三
位
一
体
か
ら

な
る
（
と
、
絓
が
判
断
す
る
）
戦
後
日
本
社
会
に
対

す
る
政
治
・
経
済
的
な
批
評
が
中
心
だ
。

　

こ
こ
で
は
絓
の�

批
評 

の
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
紹
介

し
た
い
。
思
う
に
そ
の
大
き
な
魅
力
は
、
膨
大
な
読

書
量
に
裏
打
ち
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
の
精
緻
な
読
み
と
、

そ
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
提
示
の
仕
方
に
あ
る
。
六
八
年

の
全
世
界
的
な
学
生
運
動
を
思
想
的
背
景
に
も
つ
絓

は
―
―
『�

革
命
的
な
、
あ
ま
り
に
革
命
的
な 

』
と
い

う
単
著
さ
え
あ
る
ほ
ど
―
―
つ
ね
に�

革
命 

を
念
頭
に

置
い
た
批
評
を
行
う
。
例
え
ば
本
書
で
は
、「
レ
ー

ニ
ン
的
な
「
真
理
」
が
宙
に
吊
ら
れ
た
時
に
可
能
な
、

資
本
主
義
社
会
へ
の
革
命
的
な
批
判
の
、
あ
り
う
べ

き
あ
り
方
」
を
初
期
の
金
井
美
恵
子
に
見
出
す
（
そ

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
本
書
を
繙
い
て
ほ
し
い
）。

ラ
カ
ン
や
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
想
を
主
軸
と
し
た
絓
の
批

評
は
時
に
き
わ
め
て
難
解
だ
が
、
本
来
あ
り
え
な
い

も
の
同
士
が
結
び
つ
く
ス
リ
リ
ン
グ
な
理
路
を
味
わ

え
る
の
が
、
絓
の
批
評
文
の
大
き
な
醍
醐
味
だ
ろ
う
。

　

と
は
い
え
こ
う
し
た
絓
の
手
つ
き
は
、
や
や
も
す

れ
ば
偏
執
的
（
考
え
す
ぎ
）
と
さ
え
言
え
る
ほ
ど
だ
。

し
か
し
、
考
え
す
ぎ
で
あ
る
が
ゆ
え
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
の
批
評

は
危
険
な
魅
力
を
帯
び
て
い
る
。
そ
れ
は
、
わ
れ
わ

れ
に
は
知
覚
し
え
な
い
無
意
識
さ
え
を
問
う
文
学
の

読
み
を
、
絓
が
遂
行
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　

絓
曰
く
、
革
命
は
も
は
や
不
可
能
で
あ
る
ら
し
い
。

そ
れ
が
な
ぜ
、
ど
う
不
可
能
な
の
か
、
不
可
能
は
ど

う
可
能
と
な
る
の
か
。
本
書
は
、
こ
の
問
い
に
対
す

る
遅
々
と
し
た
歩
み
の
足
跡
で
も
あ
る
。�

（�

倉
井 

）

�

（
三
三
六
頁　

税
込
二
七
五
〇
円　

9
月
刊
）

　

本
書
で
注
目
す
べ
き
は
、
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン

の
矛
盾
や
躊
躇
い
に
積
極
的
な
意
味
が
見
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
。
自
動
記
述
に
際
し
て
、
完
全
に
無
意
味

な
文
章
は
良
し
と
せ
ず
、
文
法
を
守
り
、
推
敲
を
重

ね
た
ブ
ル
ト
ン
。
あ
る
い
は
精
神
病
者
と
交
わ
る
際
、

狂
気
に
恐
怖
を
感
じ
つ
つ
、
さ
り
と
て
狂
気
か
ら
完

全
に
遠
の
い
て
し
ま
う
こ
と
に
も
耐
え
切
れ
な
か
っ

た
ブ
ル
ト
ン
。
こ
う
し
て
「
理
性
」
と
「
狂
気
」
の

狭
間
で
絶
え
ず
浮
遊
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
ブ
ル
ト

ン
は
あ
の
「
超
現
実
」
に
た
ど
り
着
い
た
の
だ
と
著

者
は
主
張
す
る
。
対
立
す
る
二
項
の
「
あ
い
だ
」、
そ

こ
に
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
本
質
が
あ
る
。�

（�

ぱ
や 

）

�

（
四
三
二
頁　

税
込
一
五
四
〇
円　

9
月
刊
）
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イ
ス
ラ
エ
ル・パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争
を
ゼ
ロ
か
ら
理
解
す
る

イ
ラ
ン
・
パ
ぺ
著　

早
尾
貴
紀
監
、

広
瀬
恭
子
／
茂
木
靖
枝
訳　

河
出
新
書

読
む
技
法

伊
藤
氏
貴
著

中
公
新
書

倫
理
思
考
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

伊
勢
田
哲
治
著

ち
く
ま
新
書

　

討
論
を
し
て
い
て
意
見
が
食
い
違
い
、
不
毛
な
揚

げ
足
取
り
合
戦
を
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
あ
る
だ
ろ

う
か
。
そ
の
原
因
は
「
読
解
力
」、
す
な
わ
ち
「
書

き
手
の
『
意
図
』
を
汲
み
取
る
力
」
の
欠
如
に
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
誰
か
と
の
議
論
だ
け
で
な

く
、
本
を
読
む
と
き
に
も
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
文

字
の
書
き
手
と
読
み
手
が
持
っ
て
い
る
背
景
は
え
て

し
て
異
な
る
も
の
だ
。
問
題
は
そ
の
事
実
を
無
視
し

て
独
り
よ
が
り
な
解
釈
を
し
、
読
め
た
気
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。

　

本
書
の
目
標
は
書
き
手
の
意
図
を
汲
み
取
る
力
を

身
に
つ
け
る
事
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
技
法
を
、
実

際
に
文
章
を
読
み
な
が
ら
教
え
て
く
れ
る
。
例
え
ば

著
者
は
、
あ
る
文
章
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
際
、
そ

の
著
者
の
別
作
品
や
別
の
人
が
書
い
た
同
テ
ー
マ
の

文
章
を
読
む
こ
と
を
推
奨
す
る
。
大
石
誠
之
助
に
関

す
る
二
人
の
詩
を
読
み
な
が
ら
、
書
き
手
の
意
図
を

掴
み
に
い
く
解
説
は
と
て
も
面
白
い
。

　

著
者
が
挙
げ
る
手
法
を
全
て
実
践
し
て
い
く
の
は

大
変
に
思
え
る
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
こ
そ
真
の

理
解
に
辿
り
着
け
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
私
の
読
解

力
訓
練
も
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。�
（�
竹
輪 

）
�

（
二
六
四
頁　

税
込
一
一
〇
〇
円　

11
月
刊
）

　

二
〇
二
三
年
一
〇
月
七
日
以
降
、
我
々
は
衝
撃
的

な
映
像
と
情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ニ
ュ
ー
ス
を
介
し
て
目

撃
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
一
般
的
に
パ
レ

ス
チ
ナ
／
イ
ス
ラ
エ
ル
問
題
と
呼
ば
れ
、
そ
の
対
立

の
歴
史
は
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
以
前
の
一
九
四
七
年
ま

で
遡
る
。
一
言
で
表
す
な
ら
ば
、
本
書
は
こ
の
問
題

の
基
本
的
歴
史
認
識
を
ま
と
め
た
内
容
で
あ
る
。

　

シ
オ
ニ
ズ
ム
を
根
本
か
ら
批
判
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル

生
ま
れ
の
歴
史
家
イ
ラ
ン
・
パ
ぺ
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル

に
お
い
て
は
「
非
国
民
」
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

監
訳
者
解
説
で
は
、
彼
が
在
職
し
て
た
イ
ス
ラ
エ
ル

の
ハ
イ
フ
ァ
大
学
か
ら
も
冷
遇
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
に

移
住
し
た
と
い
う
背
景
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
る
。

　

そ
ん
な
著
者
は
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
報
道
さ

れ
て
い
る
「
ハ
マ
ス
が
テ
ロ
の
始
ま
り
」「
イ
ス
ラ

エ
ル
の
自
衛
戦
争
」
な
ど
の
認
識
を
批
判
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
政
治
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
、
シ
オ
ニ
ズ
ム

運
動
の
始
ま
り
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
パ
レ
ス
チ
ナ
の

民
族
浄
化
の
一
段
階
で
あ
る
と
い
う
。
民
族
や
宗
教

に
よ
る
様
々
な
考
え
方
の
違
い
に
言
及
し
な
が
ら
、

ユ
ダ
ヤ
人
が
権
力
を
持
っ
た
背
景
を
歴
史
的
な
流
れ

の
中
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。�

（�

プ
ラ
チ 

）

�

（
二
〇
八
頁　

税
込
一
一
〇
〇
円　

12
月
刊
）

　

日
常
に
お
い
て
わ
た
し
た
ち
が
討
論
す
る
と
き
、

意
見
が
食
い
違
う
の
は
得
て
し
て
事
実
そ
の
も
の
で

は
な
く
、
善
悪
や
価
値
判
断
と
い
っ
た
も
の
の
見
方
、

す
な
わ
ち
倫
理
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
書
は
こ
う
し

た
食
い
違
い
を
整
理
し
、
よ
り
建
設
的
な
討
論
の
方

法
を
提
案
す
る
一
冊
だ
。
そ
の
た
め
に
著
者
は
そ
も

そ
も
倫
理
と
は
何
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
話
を
始
め

る
。
善
悪
は
客
観
的
に
決
め
ら
れ
る
の
か
。
道
徳
と

は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
過
ぎ
な
い
の
か
。
本
書
の
お
よ

そ
半
分
を
占
め
る
こ
う
し
た
議
論
は
充
実
の
内
容
で
、

こ
こ
だ
け
で
倫
理
学
入
門
と
し
て
読
め
る
ほ
ど
だ
。

　

し
か
し
本
書
の
本
領
は
後
半
に
あ
る
。
な
ぜ
対
話

が
成
立
し
な
い
の
か
―
―
。
と
り
わ
け
「
多
対
多
の

論
争
に
お
け
る
食
い
違
い
」
に
つ
い
て
の
分
析
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
真
っ
当
な
議
論
を
難
し
く
さ
せ
る
構
造

が
見
事
に
整
理
さ
れ
て
お
り
出
色
で
あ
る
。
も
っ
と

も
、
こ
う
し
た
分
断
に
対
し
て
本
書
は
魔
法
の
よ
う

な
解
決
を
示
す
わ
け
で
は
な
い
。
提
案
さ
れ
る
の
は

地
道
な
擦
り
合
わ
せ
の
方
法
で
あ
っ
て
、
分
か
り
合

え
な
い
ひ
と
と
、
わ
れ
わ
れ
は
す
こ
し
ず
つ
歩
み
寄

る
ほ
か
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
、
冷
笑
や
絶
望

に
陥
る
よ
り
ず
っ
と
マ
シ
な
は
ず
だ
。�

（�

水
炊
き 

）

�

（
四
四
八
頁　

税
込
一
五
四
〇
円　

9
月
刊
）

新書コーナー新書コーナー
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私の本棚

写
真
ド
素
人
　
写
真
論
を
読
む

　

先
日
、
カ
メ
ラ
を
買
っ
た
。
カ
メ
ラ
を
買
う
の
は
初
め
て
だ
っ
た
か
ら
、
手

元
に
届
い
た
ら
嬉
し
く
な
っ
て
、
何
も
考
え
ず
に
パ
シ
ャ
パ
シ
ャ
と
周
り
の
も

の
を
ひ
た
す
ら
撮
っ
て
い
っ
た
。
撮
っ
た
も
の
を
見
て
み
る
と
な
ん
だ
か
い
い

感
じ
に
撮
れ
て
い
る
。
悪
く
な
い
。
し
か
し
徐
々
に
気
に
な
っ
て
き
た
の
は
ま

さ
に
そ
こ
だ
っ
た
。
つ
ま
り
何
も
考
え
ず
と
も
、
と
り
あ
え
ず
指
を
少
し
動
か

せ
ば
写
真
が
「
撮
れ
て
し
ま
う
」
こ
と
、
そ
こ
に
不
安
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
の
だ
。「
こ
ん
な
簡
単
に
撮
れ
て
し
ま
っ
て
い
い
ん
だ
ろ
う
か
…
…
」。

　

だ
と
す
れ
ば
気
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
写
真
を
撮
る
と
き
、
そ
し
て
写
真
を

見
る
と
き
に
、
私
は
ど
の
よ
う
な
態
度
で
そ
れ
に
臨
め
ば
い
い
の
か
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
写
真
を
撮
る
と
き
私
は
何
を
考
え
、
写
真
を
見
る
と
き
私
は
ど

こ
を
見
れ
ば
い
い
の
か
―
―
そ
れ
を
知
る
た
め
に
、
写
真
ド
素
人
の
私
は
何
冊

か
の
本
を
手
に
取
っ
た
。
今
回
は
そ
の
う
ち
の
二
冊
を
紹
介
し
た
い
。

＊

　

一
冊
目
は
い
わ
ば
「
見
る
と
き
」
に
関
す
る
本
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
名
著
の
、

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
著
『�

明
る
い
部
屋 

』（
み
す
ず
書
房
）
で
あ
る
。
本
書
を
語

る
う
え
で
は
や
は
り
「
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ウ
ム
」
と
「
プ
ン
ク
ト
ゥ
ム
」
の
区
別
は

外
せ
な
い
。「
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ウ
ム
」
と
は
、
写
真
に
た
い
す
る
一
般
的
・
文
化

的
な
関
心
、
た
と
え
ば
歴
史
や
政
治
と
い
っ
た
コ
ー
ド
か
ら
写
真
を
読
み
解
く

態
度
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
「
プ
ン
ク
ト
ゥ
ム
」
と
は
、
そ
う
し
た
読
み
を
揺

さ
ぶ
る
も
の
、
写
真
か
ら
「
矢
の
よ
う
に
発
し
、
私
を
刺
し
貫
き
に
や
っ
て
来

る
」
コ
ー
ド
化
さ
れ
て
い
な
い
細
部
の
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
あ
る
黒
人
家
族
を
写
し
た
写
真
が
あ
る
と
し

て
、
彼
ら
が
白
人
の
衣
服
で
着
飾
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
こ
に
社
会
的
上
昇
の
努
力
を
見
て
取
る
の
は
「
ス
ト

ゥ
デ
ィ
ウ
ム
」
的
な
読
み
と
な
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
読
解
か
ら
逸
れ
て
、
そ

の
家
族
の
ひ
と
り
が
身
に
付
け
て
い
る
ベ
ル
ト
付
き
の
靴
に
な
ぜ
か
目
が
釘
付

け
に
な
る
と
き
、
そ
れ
は
「
プ
ン
ク
ト
ゥ
ム
」
的
な
読
み
と
な
る
。「
プ
ン
ク

ト
ゥ
ム
」
は
撮
影
者
も
意
図
し
な
か
っ
た
偶
然
的
な
要
素
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え

そ
れ
は
私
を
突
き
刺
し
、
掻
き
乱
す
。
そ
し
て
バ
ル
ト
は
こ
の
「
プ
ン
ク
ト
ゥ

ム
」
に
何
か
本
質
的
な
も
の
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
本
書
の
卓
見
は
こ
の
区
別

に
尽
き
な
い
が
、
写
真
の
魅
力
を
考
え
る
う
え
で
こ
の
区
別
は
今
で
も
有
効
だ

ろ
う
。

＊

　

二
冊
目
は
「
撮
る
と
き
」
に
関
す
る
本
、
ル
イ
ジ
・
ギ
ッ
リ
著
『�

写
真
講

義 

』（
み
す
ず
書
房
）
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
の
写
真
家

で
あ
る
彼
の
こ
と
を
、
私
は
『
須
賀
敦
子
全
集
』
の
表

紙
に
使
わ
れ
た
写
真
「
モ
ラ
ン
デ
ィ
の
ア
ト
リ
エ
」
で

知
っ
た
。
そ
れ
は
本
当
に
美
し
い
写
真
だ
っ
た
。
本
書

は
そ
の
彼
の
講
義
を
文
字
起
こ
し
し
た
も
の
。「
写
真
に
新
し
い
こ
と
な
ん
て

何
も
な
い
、
い
つ
の
時
代
の
人
間
も
、
世
界
を
眺
め
る
こ
の
方
法
を
知
っ
て
い

た
の
だ
か
ら
」
と
語
る
ギ
ッ
リ
の
写
真
、
そ
の
画
面
は
い
つ
も
静
か
で
、
言
っ

て
し
ま
え
ば
平
凡
な
も
の
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
そ
こ
に
は
吸
い
込
ま
れ
る

よ
う
な
美
し
さ
が
あ
る
。
ギ
ッ
リ
は
語
る
―
―
こ
の
世
界
の
神
秘
は
「
意
図
的

に
そ
う
し
よ
う
と
す
る
よ
り
、
普
通
に
撮
っ
て
い
る
と
き
の
方
が
見
つ
か
る
も

の
で
す
」。
奇
抜
な
創
作
を
す
る
よ
り
、「
人
々
の
記
憶
、
思
考
、
関
係
性
の
な

か
に
隠
れ
て
い
る
も
の
を
引
き
出
す
方
が
面
白
い
と
私
は
思
う
の
で
す
」。
こ

う
し
た
考
え
に
私
は
共
感
す
る
。
そ
し
て
バ
ル
ト
や
ギ
ッ
リ
の
言
葉
、
も
ち
ろ

ん
カ
メ
ラ
も
携
え
て
、
私
は
外
に
出
か
け
る
。�

（�

ぱ
や 

）
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私の本棚

「
民
主
主
義
」の
崩
壊

　

民
主
主
義
と
は
何
な
の
か
―
―
。
そ
ん
な
大
き
く
漠
然
と
し
た
疑
問
を
抱
き

始
め
た
の
は
、
二
〇
一
六
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
で
あ

っ
た
。
開
票
の
様
子
を
テ
レ
ビ
で
観
な
が
ら
、
得
票
率
に
大
き
な
差
が
な
い
、

つ
ま
り
は
過
半
数
に
近
い
人
々
は
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
が
大
統
領
に
な
る
こ

と
を
望
ん
で
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
が
大
統
領
に
な
る
意
味
が
理
解
で

き
な
か
っ
た
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
主
張
は
通
ら
な
い
、
あ
る
い
は
軽
視
さ
れ
る
。

少
数
派
の
数
が
多
数
派
と
そ
う
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
完
全
に
無
視
さ

れ
て
よ
い
の
か
。
こ
の
よ
う
な
選
挙
は
、
果
た
し
て
民
意
を
反
映
し
て
い
る
と

言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
民
主
主
義
と
は
何
か
。
そ
し
て
、
い
わ
ゆ
る
理
想
と
さ

れ
て
い
る
「
民
主
主
義
」
は
、
す
で
に
崩
壊
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

現
在
、
多
く
の
国
が
何
ら
か
の
形
で
「
民
主
主
義
」
を
採
用
し
て
い
る
。
し

か
し
、「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
成
立
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
で
の
極
右
政
党
の
躍
進
、（
中
略
）
イ
ン
ド
に
お
け
る
民
主
的
手
続
き
に

よ
っ
て
成
立
し
た
政
権
の
権
威
主
義
化
」
が
民
主
主
義
の
危
機
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
冷
戦
終
結
後
に
進
展
し
た
新
自
由
主
義
的
な
世
界
経
済
の
発
展
に
よ

り
展
開
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
民
主
主
義
の
危
機
が
、
タ
イ
ト

ル
に
あ
る
三
つ
を
理
由
と
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
し
て
い
る
の
が
『�
民
主

主
義
の
躓
き
―
―
民
衆
・
暴
力
・
国
民
国
家 

』（�

東
京
大
学
出
版 

）
で
あ
る
。

　

本
書
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
は
、
特
定
の
一
国
に
お
け
る
民
主
主
義
、
あ

る
い
は
複
数
の
国
を
比
較
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
従
来
の
民
主
主
義
論
と
は
大

き
く
異
な
る
。
筆
者
は
現
在
先
進
的
な
民
主
主
義
で
あ
る
と
認
知
さ
れ
て
い
る

多
く
の
国
々
は
元
々
帝
国
主
義
国
家
、
つ
ま
り
植
民
地
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を

指
摘
す
る
。
そ
の
よ
う
な
前
提
を
改
め
て
踏
ま
え
た
上
で
、
暴
力
的
な
側
面
、

そ
し
て
国
際
関
係
的
な
視
点
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
こ
で
、
本

書
は
国
際
関
係
論
、
地
域
研
究
、
社
会
学
の
多
数
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
を
跨
い
で
、

民
主
主
義
の
抱
え
る
三
つ
の
問
題
点
に
踏
み
込
ん
で
い
る
。
本
来
は
「
民
衆
の

自
己
統
治
」
に
依
拠
し
て
、
民
意
を
反
映
し
て
い
る
は
ず
の
民
主
主
義
体
制
下

で
必
ず
し
も
こ
れ
が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
民
主
主
義
体
制
が
暴
力
や
排

除
を
生
み
出
す
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
国
民
の
定
義

と
そ
の
包
摂
範
囲
に
限
界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

そ
ん
な
民
主
主
義
の
崩
壊
が
新
自
由
主
義
、
つ
ま
り
、
権
力
者
に
と
っ
て
理

想
的
な
利
益
と
結
び
つ
く
こ
と
に
起
因
す
る
と
述
べ
て
い
る
の
が
『�

い
か
に
し

て
民
主
主
義
は
失
わ
れ
て
い
く
の
か 

』（�

み
す
ず
書
房 

）
で
あ
る
。
民
主
主
義
は

「
権
力
が
少
数
の
者
の
た
め
で
な
く
多
数
の
者
の
た
め
に
行
使
さ
れ
る
可
能
性

（
中
略
）
を
、
担
保
な
し
で
提
供
し
て
い
る
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、

常
に
社
会
に
お
け
る
支
配
的
な
も
の
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う

理
論
と
現
実
の
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。
本
書
で
は
、

あ
く
ま
で
も
民
主
主
義
と
新
自
由
主
義
を
結
び
付
け
た
上
で
、
現
代
社
会
の
問

題
提
起
を
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
訳
者
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

新
自
由
主
義
が
我
々
に
与
え
た
影
響
を
知
る
こ
と
こ
そ
が
、
新
自
由
主
義
と
の

闘
い
の
出
発
点
と
な
る
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
二
冊
は
、
民
主
主
義
は
現
在
、
人
民
全
体
が
統
治
す
る
べ
き
で
あ
る
と

い
う
本
質
を
失
い
つ
つ
あ
り
、
そ
の
理
由
は
新
自
由
主
義
的
経
済
が
拡
大
し
た

た
め
で
あ
る
と
い
う
共
通
認
識
を
持
つ
。
こ
の
基
本
的
な
認
識
、
つ
ま
り
民
主

主
義
の
限
界
は
、
多
く
の
人
々
が
肌
で
感
じ
て
い
る
だ
ろ
う
。
民
主
主
義
と
は

何
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
は
今
ど
の
よ
う
に
失
わ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
次
に

何
が
起
こ
り
う
る
の
か
。
な
ん
と
な
く
感
覚
で
は
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
が
、
わ

か
り
や
す
い
軸
に
基
づ
い
て
明
文
化
さ
れ
て
い
る
。�

（�

プ
ラ
チ 

）
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読
者
か
ら
ひ
と
こ
と

○
秋
で
す
ね�

（�

大
学
院
・
ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ 

）

○
秋
の
本
特
集
が
み
た
い
!!

�

（�

理
学
研
究
科
・
え
び
天
天 

）

―
―
コ
メ
ン
ト
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

秋
で

し
た
ね
。
秋
の
本
で
思
い
つ
く
の
は
恒
川
光
太
郎

『
秋
の
牢
獄
』（
角
川
ホ
ラ
ー
文
庫
）
や
宮
本
輝
『
錦

繡
』（
新
潮
文
庫
）
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

他
の
方
は
ど
ん
な
本
を
思
い
浮
か
べ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
だ
け
で
も
な
ん
か

楽
し
い
で
す
ね
。

○
Ｓ
Ｆ
特
集
を
や
っ
て
ほ
し
い
で
す
！

�

（�

理
学
部
・
お
も
ち 

）

―
―
コ
メ
ン
ト
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

Ｓ
Ｆ

良
い
で
す
ね
。
次
に
特
集
案
を
出
す
機
会
が
あ
れ
ば

全
力
で
推
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で

『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ヘ
イ
ル
・
メ
ア
リ
ー
』、
ま
だ
読

め
て
い
な
い
ん
で
す
よ
ね
…
…
。
周
り
の
人
た
ち
が

絶
賛
し
て
い
る
か
ら
一
体
ど
れ
だ
け
面
白
い
ん
だ
と
、

そ
の
う
ち
読
も
う
と
思
っ
て
は
や
二
年
。
気
付
け
ば

映
画
に
な
っ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
流
石
に

こ
れ
以
上
先
延
ば
し
に
し
た
ら
一
生
読
ま
な
い
気
が

す
る
の
で
何
と
し
て
も
こ
の
冬
に
読
ん
で
お
き
た
い

で
す
。
あ
わ
よ
く
ば
企
画
な
ど
で
取
り
上
げ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。�

（�

竹
輪 

）

　10 月末ぐらいから急に寒くなりましたね。
毎年いつまで薄着で耐えれるかなと無駄なチ
ャレンジをしているのですが今年は呆気なく
降参。今は暖かい服装でぬくぬく過ごしてい
ます。
　ここ最近は修論のための計算をガリガリし
ていましたがそれも山場を越え、なんとか完
成しそうです。あとは事務的な手続きを問題
なく終えれば無事卒業といったところでしょ
うか。安心しきるのはまだ早いですが、少し
は気が楽になりました（と思っていたら結構
な量の修正点が見つかって焦っています）。
そして春からは社会人として、東京での生活
が始まります。とても楽しみではあるのです
が、以前東京に少し住んでいた時、建物がび
っしり詰まっているのを見て息苦しさを感じ
た記憶があるんですよね。うまく順応できる
かな……
　最後に。短い間でしたが、綴葉編集委員会
の皆様には大変お世話になりました。貴重な
体験をさせていただきました。普段は接点の
ない人と関われるというのは非常に素晴らし
いことです。これからも人との関わりを大切
にしながら生きていこうと思います。そして
もちろん、読書も続けていきたいですね。読
書、良い習慣です。� （�竹輪 ）

当てよう！図書カード編集後記
　今月の馬特集で扱ったフォークナーですが、
彼はアメリカ南部に終生住み、自らが住む土
地を舞台に小説を書き続けました。かれは何
州に住んでいたでしょうか。

　1．テキサス州　　2．ミシシッピ州
　3．ルイジアナ州　4．アラバマ州
� （�コーク ）

《応募方法》 答えを書いた読者カードを、�
生協のひとことポストに投函してください。
下記QRコードのリンク先（https://forms.gle/�
evEccphotDZiZURY7）から応募することも�
可能です。正解者の中から 5名の
方に図書カードを進呈いたします。
応募締め切りは 3月 15 日です。

《10 月号の解答》 10 月号の問題の正解は、2．
の丸善でした。五感で檸檬を感じさせてくれ
る実にカラフルな小説です。青空文庫で読め
るので是非読んでみてください。図書カード
の当選者は、音楽理論面白いかもさん、いぐ
あらすさん、いわさん、青でんぶさん、ルー
ビックキューブさんの 5名です。当選おめで
とうございます。
� （�竹輪 ）


